
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名
種
別

受験者数 合格者数

ネイル検定３級 ③ 76 70

美肌検定 ③ 85 82

107 人

103 人

103 人

100 ％

■卒業者に占める就職者の割合

96 ％

時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
１７１０時間 ０時間 １７１０時間 ０時間 ０時間 ０時間

就職等の
状況※２

■就職指導内容

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

(令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

（令和2年度卒業者に関する令和3年5月1日時点の情報）化粧品会社、ネイルサロン、エステティック会社、アパレル会
社

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応
長期欠席者への指導等の対応として担任が定期的に面談を
実施。方法は直接対面型のものから、電話やPC・スマートフォ
ンを利用したリモート通信型の方法をとっている。面談の実施
に関しては2週間～1か月毎で実施をしており、次回以降の面
談期間に関しては、学生の状況に応じて個々に設定してい
る。
　保護者を含めた面談による指導は大きく3種類に大別され
る。
　１．出席不良による保護者への状況報告と家庭の協力依
頼。
　２．学費納入不良による学費面談。
　３．未内定者を中心とした保護者への就職支援に関する

■サークル活動： 有

■その他

・進学者数：　　　　　　　　　　　　１人

■卒業者数：

■就職希望者数：

■就職者数：

■就職率　　  　　　 　　　　：

美容技術研究サークル（P-Lab）、サッカー、ダンス
文化祭実行委員会、ベルリンピック（体育祭）実行委員会

認定年月日 令和3年3月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

衛生 衛生専門課程 トータルビューティ科
平成２８年文部科学省

告示第１９号
-

学科の目的
最新の美容・ファッションを学び、卒業後希望する職種（美容部員・ネイリスト・エステティシャン・ファッションアドバイザー）に就き、将来的にマ
ネジメント・人材育成ができる人材を輩出する。

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

ベルエポック
美容専門学校

平成12年1月20日 大谷　啓一

学校法人
東京滋慶学園

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

昭和55年2月26日 中村　道雄
（電話） 03-3763-2200

〒150-0001
東京都渋谷区神宮前三丁目２６番地１号

（電話） 03-3423-9090

〒143-0016
東京都大田区大森北一丁目１８番地２号

（別紙様式４）

令和５年7月31日※
（前回公表年月日：令和4年7 月31 日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

３４人２５人９人1人179人180人

学期制度
■前期：　４月１日から９月３０日まで
■後期：１０月１日から３月３１日まで

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

評価の基準：学校長は定期試験及び臨時試験(論文・レポート
を含む)、平素の学習状況、出席状況の３要素で評価する。評
価はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・E・Fで行い、D以上で合格とする。但し、学校
長が必要と認めた場合には、これら以外の表記で成績を表す
ことができる。その際の評価方法の詳細については別に定め
る。

評価の方法：
定期試験の方法は筆記試験、口頭試験、実技試験、論文あ
るいはレポートで行う。

長期休み

■学年始：４月１日～４月５日
■夏　 季：８月１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２２日～１月５日
■学年末：３月８日～３月３１日

卒業・進級
条件

学校長および学校長の指名により進級・卒業判定会議を開催
し、審査のうえ判定する。所定の科目の単位、授業時間を履
修し、その成果を計った結果含め認定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　
■自由記述欄

　求人案内、履歴書作成支援、就職模擬面接、
　学内企業説明会の実施



15 名 7 ％

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映し
た内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」
「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者
とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進学
状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同
時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学
修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
中退防止：担任・学科長・スクールカウンセラーによるカウンセリング
中退者支援：グループ姉妹校への再入学、自校内学科への転科の実施

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有
※有の場合、制度内容を記入

特待生制度：本校入学選考時に希望者を対象に「実技試験」「筆記試験」「自己PR」の内一つを選択し受験をする。
　　　　　　　　　結果に応じて入学定員の１５％程度の人員に学費の一部を減免している。
　　　　　　　　　減免の内容は第１種：授業料半額（４５万円）減免、第２種：授業料３０万円減免、第３種：授業料１０万円減免、
　　　　　　　　　第４種：授業料５万円減免としている。

■専門実践教育訓練給付： 非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

令和4年4月1日時点において、在学者２０９名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者１９４名（令和5年4月1日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

人間関係、家庭環境、通学がストレス、進路変更、精神疾患および体調不良、モチベーション低下など

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo
https://www.belle.ac.jp/gakka/biyo


種別

①

③

③

菊地　慶
ベルエポック美容専門学校

教務部長・トータルビューティ科 学科長兼務
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

三井　真以子
学校法人東京滋慶学園

運営本部長
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期
（開催日時）

開催回数　年間 ２回

第１回　令和5年4月25日　　１0：00～12：00
第２回　令和5年10月16日　10：00～１2：00（予定）

大谷　啓一
ベルエポック美容専門学校

学校長
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

鈴木　絵理
ベルエポック美容専門学校

事務局長
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

１年次後期からそれぞれの専攻に特化したカリキュラムにしていることは専門性を深めるために重要だが、これからの美容
職の働き方としてトータルビューティの視点がより重要になってくる。例えば美容部員でもネイルの知識を持っているとよい。
そういった意味で、専門性を深めることに加えて、美容全体に対する造詣を深めるように検討してほしいとの意見があった。
選択授業において、メイク・ネイル・ファッションに関する授業を設置し、幅を広めるようにカリキュラムを改変している。

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
急激に変化をしている社会環境において、状況の理解を行い市場ニーズにあった人材育成を行うべく美容業界と連携し教
育内容を編集する必要がある。そのため本校においては原宿という地域をもとに教育を深めていくために地元企業を中心に
教育内容ついて実務的な内容を検討することを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

本校の教育課程編成委員会は、学校関係者評価委員会による評価内容を基に教育内容、教育方法の客観的評価と改善
提案を行う。この改善提案は企業連携のもと、実践的かつ専門的な観点から業界から求められる教育について検討する。
本委員会にて提案・助言があった事項については、教務部長が中心となり、本校FDC、当該学科職員と共にカリキュラムの
構築や教育内容の改善・工夫を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和5年５月１日現在

清水　智子
株式会社 ソシエ・ワールド

企画総務部
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

木内　潤一 株式会社FMB
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

田村　直樹
ELCジャパン株式会社

アシスタントマネージャー
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）



研修名「教職員マクロレベル研修」（連携企業等：滋慶教育科学研究所　）
期間：令和５年７月２１日（金）　対象：専任教員
内容：カリキュラム編成や教科目標の設定について学び、授業構築に役立てる

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
学園の定める教員研修規定において、教員の授業内容・教育技法の改善ならびにクラス運営方法の向上、マネジメント能力を含む指導力の向上を
研修の基本方針とする。具体的には、入職年数に応じた教育技法研修と所属長の業務遂行評価に基づいた推薦による職階別業務研修並びに専
門分野の外部教員研修に大別される。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「韓国美容の現状について」（連携企業等：韓国ビューティ産業研究所　）
期間：令和４年9月22日（金）　対象：専任教員
内容：韓国美容のトレンドや現状、今後の展望について、教育提携先である韓国の啓明大学の講師を招き、講演を実施して
いただいた。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「教職員カウンセリング研修」（連携企業等：滋慶教育科学研究所　）
期間：令和４年９月15日（木）　対象：専任教員
内容：カウンセリングの知識・スキルを身に着け、資格を取得する。

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名[AEA実務試験勉強会」（連携企業等：日本エステティック協会　）
期間：令和６年１月１０日（水）　対象：専任教員
内容：エステティックにおける実技の講習会

②指導力の修得・向上のための研修等

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

①美容・ファッション教育の演習授業において、本校の教育目的や授業方針を事前に説明し、教育連携に賛同いただく
②関連職種の実務者を派遣していただき、授業の具体的内容を詰めていく
③実務者による業界理解教育と実技指導を通し、即戦力となるような演習授業を行う。また、科目連絡会等を行い、質の向
上を図る。
④授業での学生評価は学則に準拠し、出席による評価と学期末に行う定期試験によって評価を行う。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

業界＆就職特別授業
企業から現在の就職動向やトレンドを学び、就職活動に向
けての知識を得ることができる。

株式会社　エアークローゼット

セルフメイクから相モデルメイクまで、基本的なメイクテク
ニックを行うことができるようになる。

一般社団法人　JMA

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

見学の理念にも掲げている実学教育の実現のため、即応力を身に付けるために企業と連携をして教育提携を結び、実践的
な技術教授のための授業内容を構築する。また業界外部講師を招聘し、業界ニーズに応えられる実践的な技術・知識を学
生に提供することを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

メイク基礎

国際教育

トレンドメイク演習

海外のトレンドを学び、自らの授業に活かす

コーディネートやヘアアレンジの基礎を学び、メイクとの合
わせ方を考える

株式会社　augument

一般社団法人コスメティックアクターアカデミー
全国化粧品販売員協会

トレンド研究 外部の企業等から、最新の美容・ファッション技術を学ぶ 株式会社　TFL

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係



種別

卒業生

企業代表

企業代表

卒業生

保護者

高等学校
役員

地域関係
者

今西　香織 La fraise オーナー
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

嶋　浩幸 SHIMA　取締役専務
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

（６）教育環境 施設・設備等、防災・安全管理

（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金

（８）財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（公開方法：ホームページ　　公開時期：委員会終了後随時　　　）
URL:　https://www.belle.ac.jp/info

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

株式会社アウラ　代表理事
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

田中賢一郎 TBCグループ株式会社
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

萩原　千春
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

森　章 拓殖大学紅陵高等学校　学区長
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

古橋　龍明

小泉　由梨
穏田表参道町会

会長
令和5年４月１日～令和6年３
月３１日（２年）

（３）教育活動
目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
資格・免許取得の指導体制、教員・教員組織

（４）学修成果 就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価

（５）学生支援
就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、
保護者との連携、卒業生・社会人

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システム、
情報システム

（３）学校関係者評価結果の活用状況
トータルビューティ科では委員助言として、就職活動支援、中途退学抑止に関する取り組みについて、更なる取り組みの要
望があった。特にトータルビューティ科ではインターンシップを経て就職内定に繋がる就職活動もあるため、産学協同教育に
ついて社会の変化に応じて枠組みを柔軟に対応できるよう要望があった。また、教育活動の中に卒業生を登用し未来提示
をすることで信頼を高めていくことの提案を受けた。これを受け、現状分析を行い改善と企画を立ち上げることとしている。今
年度中に実施できる物はすぐに取り入れ、カリキュラムに関わるものついては教務部長を中心に次年度の教育に反映させ
ていくこととなった。
また、トータルビューティとしての幅広い学びを実践するため、次年度カリキュラムについて編成を行う。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、
教育情報の公開

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動

（１１）国際交流

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

自己点検・自己評価に基き、学校関係者評価委員会を実施する。本委員会は学校の理念を踏まえた上で教育機関としての
学校のあり方を客観的に評価し助言を行うことで、適切な教育提供に結びつくようにする。この助言を受け学校はPDCAサイ
クルに基き分析・検証を行い学校運営の改善に取り組むことを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.belle.ac.jp/info

（５）様々な教育活動・教育環境 教育活動、企業プロジェクト、校舎･設備紹介

（６）学生の生活支援 学生寮・１人暮らしサポート、就職サポート

（７）学生納付金・修学支援 学生納付金情報、学費サポートシステム

（２）各学科等の教育 各学科の入学定員・養成目的、教育システムとカリキュラム体系

（３）教職員 教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取り組み、実習・実技、企業との連携紹介、就職支援
の取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の情報提供は基本的にはホームページを通じて行っている。これは企業をはじめとする業界諸氏についても同様であ
る。提供する情報については学校の紹介に始まり平素の学校教育について、その取り組みを配信している。これにより企業
等との連携が生じ、学校教育や就職の支援などの充実につなげていくことを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

公表時期： 令和5年6月30日

（１１）その他 社会との取り組み（産学連携）、災害時非常時の対応

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 決算書、監査報告書

（９）学校評価 自己点検・自己評価、学校関係者評価

（１０）国際連携の状況 国際交流

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 開校の目的、建学の理念

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
https://www.belle.ac.jp/info
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○
オリエンテーション
導入教育ⅠⅡⅢⅣ

※集中授業
Orientation&Introduction

学校生活のルールと今後のスジュールの確認。学習の目的・目
標を明確にすることができるようになる。

１
２
前
後

105 7 ○ ○ ○

○
国際教育

（国際的外部研修など）
International education

国際人としての感覚と美に関する感性を習得することができるよ
うになる。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○
プロフェッショナルへの道

Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ

Professional seminar

プロとしての身構え・気構え・心構えを学び、業界で活躍できるマ
インドとスキルを身に付ける

１
前
後
２
前

75 5 ○ ○ ○

○
プロフェッショナルへの道

Ⅱ

Professional seminar

プロとしての身構え・気構え・心構えを学び、業界で活躍できるマ
インドとスキルを身に付ける

１
前 15 1 ○ ○ ○

○

行事・卒業プログラ
ム

graduation
program

卒業に向けて社会人としての想いを固める ２
後

30 2 ○ ○ ○

○

１・２年生交流会
 and sophomore
Meet-the-people

session

２年生は技術・知識を披露して、１年生はコース選択の参考にす
ることができるようになる。

１
２
前

30 2 ○ ○ ○

○
コンテスト
contest

日々学んだことを業界の方に評価してもらい、到達度を理解する
ことができるようになる。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○
トレンド研究

Trend research
メイクブランドと連携し、最新のメイク技術を学び、活かせるよう
になる

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
選択授業（1年次）

Elective lesson
選択授業の中から選択し、技術の幅を広げる
ことができるようになる。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○
選択授業（2年次）
Optional lesson

選択授業の中から選択し、技術の幅を広げる
ことができるようになる。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○
メイク基礎Ⅰ

Make-up　basic
セルフメイクから相モデルメイクまで基本的なメイクテクニックを
行うことができるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程トータルビューティ科）令和5年度
分類

授業科目名

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数



○
メイク基礎Ⅱ

Make-up　basic
セルフメイクから相モデルメイクまで基本的なメイクテクニックを
行うことができるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
エステ基礎

Ｅsthetics basic
エステティックの基礎的な技術を習得できるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
ファッション基礎
Fashion　basic

ヘアとファッションについての基礎知識を習得できるようになる。
１
前

30 2 ○ ○ ○

○
美肌検定Ⅰ

Skincare
美肌検定取得に向けて知識を得ることができるようになる。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○
美肌検定Ⅱ

Skincare
美肌検定取得に向けて知識を得ることができるようになる。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○
ネイル検定対策Ⅰ
Nailist examination

ネイリスト技能検定３級に向けて、弱点を把握し、実技・筆記に
ついて合格確実レベルに達することができるようになる。

１
前

60 4 ○ ○ ○

○
ネイル検定対策Ⅰ
Nailist examination

ネイリスト技能検定３級に向けて、弱点を把握し、実技・筆記に
ついて合格確実レベルに達することができるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

〇
選択必修Ⅰ（メイクアップ・ネ
イル・ファッション・エステ）

ヘア、メイク、ファッション、エステの中から自身の進路先や興味
ある分野を選択してレベルアップをすることができるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

〇 選択必修Ⅱ（メイクアップ・ネ
イル・ファッション・エステ）

ヘア、メイク、ファッション、エステの中から自身の進路先や興味
ある分野を選択してレベルアップをすることができるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ パーソナルカラー
personal color

パーソナルカラーを学び、検定試験の合格レベルの知識を身に
着ける。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ トレンドメイク実践
Trend　make‐up トレンドを取り入れたメイクをセルフで実践できるようになる。

１
前

30 2 ○ ○ ○ ○

○
ファッション概論
Fashion outline
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

業界・職種・洋服から小物までトータル的なファッションについて
学び理解する事ができるようになる。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○

ファッションメイキン
グ　　　ⅠⅡⅢ
Fashion making
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

洋服の構造を理解し、分解・組み立てができるようになる。 ２
後

60 4 ○ ○ ○

○
販売ロールプレイⅠ
Ⅱ　Sale role playing

※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

接客販売の基礎知識を学び、オンライン・オフライン上でのお客様の購買行動につい
て理解する事ができるようになる。

１
後
２
前

120 8 ○ ○ ○

○

ファッションビジネス
ⅠⅡⅢ　Fashion

business
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

マーチャンダイジング・ヴィジュアルマーチャンダイジングの仕事
について理解する事ができるようになる。

１
後
２
前
後

180 12 ○ ○ ○

○
トレンドリサーチ
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

最新の流行をリサーチし、自身の提案に組み込めるようになる
２
前

30 2 ○ ○ ○



○

検定対策ⅠⅡⅢ
Official approval

measure
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

専門的な検定取得を目指し、知識を得る事ができるようになる。

１
後
２
前
後

90 6 ○ ○ ○

○

セルフブランディング
演習ⅠⅡⅢ

Self　ｂlanding
practice

※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

ファッションアドバイザーに必要な自己プロデュース力を身に付け、自分自身の魅せ
方・発信方法を身につけることができるようになる。

１
後
２
前
後

150 10 ○ ○ ○

○

ファッション総合演習
Ⅰ　　Ⅱ

　Fashion overall
practice

※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

ファッション業界全般についての知識を深め、総合的なスキルを
身につけることができるようになる。

２
前
後

120 8 ○ ○ ○

○

ファッションIT演習Ⅰ
Ⅱ　Fashion IT

practice
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

ファッションとテクノロジー（IT）の関係性を知り理解する事ができ
るようになる。

１
後
２
前
後

180 12 ○ ○ ○

○

ラグジュアリーブランド
概論　Luxury brand

outline
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

ラグジュアリーブランドについて、ブランドの成り立ち・知識・デザイナーについて学
び・理解する事ができるようになる。

１
後

60 4 ○ ○ ○

○
卒業研究（撮影）
※ﾌｧｯｼｮﾝ分野

自身が思い描くトレンドやファッションを形にし、それを作品として残せるようになる
２
後

15 1 ○ ○ ○

○
コミュニケーション・マナー研

修
communication manners

※メイク分野

接客のプロからコミュニケーションの手法を学ぶ 1後 15 1 ○ ○ ○

○

化粧品検定
Cosmetics official

approval
※メイク分野

化粧品検定に向けて知識を得ることができるようになる。 1後 30 2 ○ ○ ○

○
プレゼンテーション

presentation
※メイク分野

プレゼンテーションの技術を高め、コスメやフレグランス等の良さを相手に伝えられる
ようになる 1後 30 2 ○ ○ ○

○
セルフブランディング

Self　ｂlanding
※メイク分野

SNSや動画などの技術を学び、学生は自分自身の価値を発信で
きるようになる 1後 30 2 ○ ○ ○

○

ブランド別メイク理論
＆演習ⅠⅡⅢ
Brand　another

make‐up　practice
※メイク分野

ブランドが発信しているメイクの特徴を理解しブランドイメージに合わせたメイクを理
解し、実践できるようになる。

１
後
２
前
後

180 12 ○ ○ ○

○

アドバイザートレーニング演

習

Adviser training
practice

※メイク分野

百貨店のコーナーにお立ち寄りのお客様に対し短時間で、メイク
ができるようになる。

１
後

60 4 ○ ○ ○

○

タッチアップメイク演
習

Tag-up　make‐up
practice

※メイク分野

パーツ毎の化粧直しを兼ねてメイクし、メイクアップ商品を簡単に
おすすめできるようになる。

１
後

60 4 ○ ○ ○



○

ヴァーチャルメイク演
習

virtual make
※メイク分野

オンラインでメイクを提案できる技術を身につける
１
後

30 2 ○ ○ ○

○

販売ロールプレイ演
習　　Sale role
playing practice
※メイク分野

ロールプレイングを通して、販売力を高めることができるようにな
る。

２
前

60 4 ○ ○ ○

○

年代別メイク＆テクニッ
ク演習

Time　another　make-
up　and　technical

practice
※メイク分野

年代別にメイクの歴史を映画を通して学び技術を習得することが
できるようになる。

２
前

60 4 ○ ○ ○

○

販売促進メイク演習
Sales　promotion

make‐up　practice
※メイク分野

テーマ・流行に合ったメイクデザインと使用化粧品の購買を促す
デモンストレーションができるようになる。

２
前
後

120 8 ○ ○ ○

○

コスメティック研究演
習ⅠⅡ

Cosmetic　study
practice

※メイク分野

商品の使用方法、価格、効果を調べ、最新事情やブランドの特
徴を理解することができるようになる。

２
前
後

60 4 ○ ○ ○

○

トレンドメイク演習
Trend　make‐up

practice
※メイク分野

トレンドを取り入れたメイク技術を得ることができるようになる。
２
前

60 4 ○ ○ ○

○

ファッションメイク演
習　　Fashion make‐

up practice
※メイク分野

季節ごとのテーマに合わせた応用メイクアップができるようにな
る。

２
後

60 4 ○ ○ ○

○

ビューティセルフケア
演習　Beauty　self‐

care　practice
※メイク分野

コスメブランドの商品を使用し、ホームケア、セルフケアの方法を知り、お客様にホー
ムケアアドバイスができるようになる。

２
後

60 4 ○ ○ ○

○

メイク総合演習
Make general

practice
※メイク分野

メイクアップの基礎知識を得た上で応用や実践に繋がるメイクアップテクニックを習得
し、理解することができるようになる。

２
後

60 4 ○ ○ ○

○

原宿・表参道プログ
ラム

harajuku program
※メイク分野

自身の選んだ専攻のプロから実践を学ぶ

１
後
２
前

30 2 ○ 〇 ○

○

撮影実習・卒業制作
　　※集中授業

Photography training　and
graduation work

※メイク分野

メイクの総合的なスキルを用いて作品制作をすることができるよ
うになる。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○

課外授業
　※集中授業

The　extracurricular
class

※メイク分野

メイクアップの技術だけでなく、他分野に興味を持ち、教養を深
めることができるようになる。

２
後

15 1 ○ ○ ○

○

ネイル検定演習ⅠⅡ
Ⅲ　　　Nail official
approval practice

※ネイル分野

ネイリスト技能検定2級・1級に合格する為にネイルケア・チップラップ・３Dアート・イク
ステンションができるようになる。

１
後
２
前
後

330 22 ○ ○ ○

○
ネイル技術演習Ⅰ・

Ⅱ
※ネイル分野

フラット＆３Dやミックスメディアの施術ができるようになる

１
後
２
前

120 8 ○ ○ ○

○

ジェルネイル演習Ⅰ
ⅡⅢ　Gel nail

practice
※ネイル分野

初級～上級検定合格レベルに達することができるようになる。

１
後
２
前
後

240 16 ○ ○ ○

○
イクステンション演習
Extension  practice

※ネイル分野

イクステンションの基礎的な技術から応用技術まで習得できるよ
うになる。

１
後

60 4 ○ ○ ○



○

ネイル検定対策（集中
授業）　Nail official
approval measures

（The　ｃoncentration
class）

※ネイル分野

ネイリスト技能検定3級に向けて、弱点を把握し、実技・筆記について集中授業を行う
ことで、より合格確実レベルに達することができるようになる。

１
後

15 1 ○ ○ ○

○

特別授業（集中授業）
Special 　lesson

（The　ｃoncentration
class）

※ネイル分野

業界の方によるデモンストレーションや講話を受けることにより、
業界を学ぶ事ができるようになる。

１
後
２
後

60 4 ○ ○ ○

○ SNSプロモーション演習
※ネイル分野

自身の作品を作成し、それをSNSで発信する力を身につける
２
後

30 2 ○ ○ ○

○

ネイル総合演習＆サ
ロン演習Ⅰ・Ⅱ

Neil　overall
practice

※ネイル分野

ネイルの施術に関し、サロンワークを通じてお客様に実施できる
ようになる

２
前
後

150 10 ○ ○ ○

○

原宿・表参道プログ
ラム

harajuku program
※ネイル分野

自身の選んだ専攻のプロから実践を学ぶ

１
後
２
前

30 2 ○ 〇 ○

○
皮膚学

Skin　science
※エステ分野

エステティシャンとして必要な皮膚の知識を習得できるようになる
１
後

30 2 ○ ○ ○

○
解剖生理学

Analysis　pyhsiology
※エステ分野

エステティシャンとして必要な解剖生理の知識を習得できるよう
になる

１
後

30 2 ○ ○ ○

○

エステティック理論Ⅰ
ⅡⅢ　Aesthetics

theory
※エステ分野

エステティシャンとして必要な解剖生理の知識を習得できるよう
になる

１
後
２
前
後

90 6 ○ ○ ○

○

フェイシャル演習　Ⅰ
ⅡⅢ　　　Facial

practice
※エステ分野

エステティシャンとして必要なフェイシャルテクニックを習得するこ
とができるようになる

１
後
２
前
後

300 20 ○ ○ ○



○
ボディ演習　ⅠⅡⅢ

Body practice
※エステ分野

エステティシャンとして必要なボディテクニックを習得することが
できるようになる

１
後
２
前
後

180 12 ○ ○ ○

○
サロン演習　ⅠⅡⅢ

※エステ分野
エステティシャンとしてお客様のニーズに応え、技術、接客が提
供できるようになる

１
後
２
前
後

180 12 ○ ○ ○

○

資格対策実技
Qualification

measure　actual
techniｑue

※エステ分野

資格試験に合格できるように知識を習得し、例題を回答できるよ
うになる

２
前

60 4 ○ ○ ○

○
アロマテラピー演習

※エステ分野
アロマテラピーの知識を習得できるようになる

２
後

60 4 ○ ○ ○

○

原宿・表参道プログ
ラム

harajuku program
※エステ分野

自身の選んだ専攻のプロから実践を学ぶ

１
後
２
前

30 2 ○ 〇 ○

○
業界特別授業
※エステ分野

業界で活躍する講師を招き、就職後の働き方がイメージできるよ
うになる

１
後

15 1 ○ ○ ○

○
トリートメント演習

Treatment practice
※エステ分野

様々なトリートメント方法を習得できるようになる
２
後 60 4 ○ ○ ○

７２科目合計 １７１０単位時間　(１１４単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件：学則に定める全科目において、第1学年、第2学年の学年末成績が「Ｃ」評
価以上（合格）の評価であること。
履修方法：学校が指定する学級、時間割に対して授業を受講する。１年次後期より
「メイク分野」「ネイル分野」「エステ分野」「ファッション分野」のうち一つを選
びして指定科目を履修する。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。


